
第３回岸和田市産業活性化推進委員会 資料２ 

「岸和田市産業振興新戦略プラン（改定）」の枠組みと「まちの発展」 
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 ●岸和田市の主な特徴・強み 

＜利便性の高い交通インフラ＞ 

・関西国際空港に近く、海外及び国内都

市へのアクセスは抜群である。 

・阪神高速湾岸線もあり、大阪都市圏や

神戸都市圏とも短時間で結ばれてい

る。 

＜産業支援機関等の集積＞ 

・市内には、近畿職業能力開発大学校が

設置され、市立の産業高校もあり、多

くの人材を養成・輩出している。 

・隣接する和泉市には、府立産業技術総

合研究所があり、利用しやすい。 

＜海から山までの多様な資源と産業＞ 

・岸和田市は、山間部から農地、市街地、

臨海部まですべてそろっている。 

・それを反映して、産業面から見ても、

農林漁業はいずれも府内での生産量

が多く、製造業や商業・サービス業な

ど多種多様な産業が存在している。 

＜岸和田市民の雇用の場：職住近接＞ 

・旧城下町として発展し、「だんじり祭」

などで自治意識、市民意識が高い。 

・市内在勤率は 46％（平成 22 年）であ

り、府内で 7 位／33 市である（平成

2 年は 56％であったが、20 年間で

10％減少した）。 

 

 

 

 

 

 

岸和田市産業をとりまく社会的潮流 
岸和田市産業の主な課題 

 

現プランの進捗状況評価 

岸和田市産業の現状 

岸和田市の近年

の動向 

課題１ 地域内外の連携・協力の強化 

課題２ 新たな事業展開への支援 

課題３ 新しい事業者の創出 

課題４ 操業環境の充実 

課題５ 市の産業支援体制の強化 

課題６ 産業支援機関との連携強化 

戦略の柱 基本方針 施策 

プ
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ン
の
進
行
管
理 

１ 新事業展開応援 
プログラム 

３ 支援体制充実 
プログラム 

２ 活力強化応援 
プログラム 

１．連携・協働する場づくりと

展開支援 

２．新たな取り組みにチャレン

ジする事業者の応援 

３．企業立地の促進 

４．創業支援 

５．岸和田産業の魅力発信 

６．産業情報の収集・提供 

７．経営基盤強化の支援 

８．販路開拓支援 

９．人材育成と雇用確保の機会

提供 

10．ワンストップ窓口の構築の

検討 

11．企業訪問の充実 

12．支援機関プラットフォーム

の設置検討 
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・異業種・同業種交流の促進 

・産学官連携事業の取り組み強化 

・プロジェクト型連携の促進 ○新  

・国プロジェクトへのチャレンジ支援 ○新  

・新商品の優先的公共事業活用の検討 ○新  

・企業立地促進法に基づく基本計画の推進 

・企業流出防止策の推進 

・新規立地企業へのアフターフォローの充実 ○新  

・インキュベーション機能の強化 

・チャレンジショップ支援制度の検討 ○新  

・岸和田ブランドの創出・発信 

・商店街活性化事業の推進 ・観光振興計画の推進 

・港湾振興事業の推進 ・農林水産振興事業の推進 

・地元産業の学習機会の提供 

・岸和田市産業ＰＲ冊子の作成検討 ○新  

・企業情報の収集 

・支援メニューの整理・提供 ○新  

・経営改善支援（融資、財務・知財相談等）の充実 

・ワンストップ窓口の構築の検討 ○新  

・企業訪問活動の推進 ○新  

・マッチングの推進 ○新  

・支援機関プラットフォームの設置検討 ○新  

・市と個別支援機関との連携強化 ○新  

・展示会への出展支援の充実 

・海外展開等マーケティング支援の検討 ○新  

・セミナー参加促進支援 ○新  

・合同就職説明会の開催及び開催支援 

岸和田市産業振興 

新戦略プラン（改定） 


